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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
自発的・没入的労働を解明するにあたり、以下の諸点を明らかにしたことは、世界的にも大きな影響力を
もっている規範的統制論とは異なった、新たな分析を展開したものとして大きな意義を有するものと評価さ
れる。①ソフトウェア開発テクノロジーの特質と草創期に特徴的な組織的状況に合致した物事の説明可能性
を徹底して自律的な個々人が能動的に見抜いて、各人に固有の関心を能動的に追求する相互行為過程のなか
からエンジニア〈コード〉が自生的に形成されたこと。②〈コード〉を資源として用いた相互行為過程にお
いて、〈コード〉を用いることに込める主観的意味は各人で異なり、その点で企業が作り出した規範を全員
が共有し内面化しているわけではないこと。③それにもかかわらず〈コード〉を戦略的に利用しつつ個々人
がそれぞれの関心を達成する過程のなかから自発的・没入的労働が生起すること。以上の諸点である。 
また、ソフトウェア開発テクノロジーと草創期の組織的状況と合致した説明可能性としてエンジニア〈コ
ード〉が自生的に形成されたことを明らかにしたことは、自発的・没入的労働が生起する条件を明確にした
ものとして理解できるのであり、分析の精度の高さを示すものとして評価される。 
さらに、ある企業がグローバル化のなかで巨大化し、上記の条件を満たさなくなったとしても、ソフトウ
ェア開発産業のなかでその条件を満たすベンチャー企業が新たに勃興してくること、そこにおいてエンジニ
ア〈コード〉が脈々と立ち上がり続けるものであることを指摘したことは、ソフトウェア産業を全体として
捉えると自発的・没入的労働を不可避的に帰結する特徴的な機制を具体的かつ詳細に明らかにしたものとし
て高く評価できる。 
自発的・没入的労働が一企業の問題ではなく、社会的問題でありながらそれが自己責任に転化される機制
を有すること、それゆえ「高度プロフェッショナル制度」のような労働条件の規制緩和が問題を一層深刻に
する危険性をもつことを指摘したことは、実践的かつ政策的な問題に対する重要な意義を有している。 
なお、高度の自律性を自認する他の知的労働や芸術的労働の現場における〈コード〉と比較してエンジニ
ア〈コード〉の特徴を明らかにすることにより、ソフトウェア開発の特質をさらに明確にすることが可能に
なると考えられるが、この点は今後の課題であって本論文の意義を損なうものではない。 
２ 最終試験 
平成２７年８月３１日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
